
§４ 公害対策 

Ⅰ 大気 

１  大気汚染等にかかる環境基準 

(1) 環境基準 

環境基準とは、大気の汚染等にかかる環境上の条件について、人の健康を保護し、

および生活環境を保全する上で維持されることが望ましい基準として政府が定める

ものであり、大気汚染関係の環境基準については次のように定められています。 

この環境基準は、工業専用地域、車道、その他一般公衆が通常生活していない地

域または場所については、適用されません。 

（環境基本法第１６条、昭和４８年環境庁告示第２５号、昭和５３年環境庁告示第

３８号、平成９年環境庁告示第４号、平成１１年環境庁告示第６８号、平成１３年

環境省告示第３０号、平成２１年環境庁告示第３３号） 

物  質 環  境  上  の  条  件 

二酸化窒素 １時間値の１日平均値が 0.04ppm から 0.06ppm までの

ゾーン内またはそれ以下であること。 

浮遊粒子状物質 １時間値の１日平均値が0.10mg／m3以下であり、かつ、

１時間値が0.20mg／m3以下であること。 

光化学オキシダント １時間値が0.06ppm以下であること。 

二酸化硫黄 １時間値の１日平均値が 0.04ppm 以下であり、かつ、

１時間値が0.1ppm以下であること。 

一酸化炭素 １時間値の１日平均値が 10ppm 以下であり、かつ、１

時間値の８時間平均値が20ppm以下であること。 

ベンゼン １年平均値が0.003mg／m３以下であること。 

トリクロロエチレン １年平均値が0.2mg／m３以下であること。 

テトラクロロエチレン １年平均値が0.2mg／m３以下であること。 

ジクロロメタン １年平均値が0.15mg／m３以下であること。 

ダイオキシン類 １年平均値が0.6pg－TEQ／m３以下であること。 

微小粒子状物質 １年平均値が 15μg／m３以下であり、かつ、１日平均

値が35μg／m３以下であること。 

〔参考〕光化学オキシダントの生成防止のための大気中炭化水素濃度の指針（昭和５

１年８月１３日中央公害対策審議会答申） 

光化学オキシダントの日最高１時間値０．０６ppmに対応する午前６時から

９時までの非メタン炭化水素の３時間平均値は、０．２０ppmＣから０．３１

ppmＣの範囲にある。 

(2) 環境基準の評価方法 

環境基準の評価方法は、短期的評価と長期的評価があります。 

通達では、二酸化硫黄＊１、一酸化炭素＊１、浮遊粒子状物質＊１については短期的評

価と長期的評価の二つの方法が、二酸化窒素＊２、微小粒子状物質＊３については長期

的評価、光化学オキシダント＊１については短期的評価が定められています。 
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一般に、二酸化硫黄、浮遊粒子状物質、二酸化窒素については健康に慢性影響を

及ぼすことから長期的評価、一酸化炭素、光化学オキシダントについては急性影響

を及ぼすことから短期的評価が使われています。 

ア  短期的評価 

測定を行った日についての１日平均値、８時間値、または各１時間値を環境基

準と比較して評価を行います。 

イ  長期的評価 

(ｱ) 二酸化硫黄、一酸化炭素、浮遊粒子状物質の場合 

年間の１日平均値のうち、高い方から２％の範囲内にあるもの（３６５日分

の測定値がある場合は７日分の測定値）を除外した後の最高値（２％除外値）

を、環境基準と比較して評価します。ただし、環境基準値を超える日が２日以

上連続した場合には、非達成と評価します。 

(ｲ) 二酸化窒素の場合 

年間の１日平均値のうち、低い方から９８％に相当するもの（９８％値）を、

環境基準（０．０６ppm）と比較して評価します。 

(ｳ) 微小粒子状物質の場合 

測定結果の年平均値を長期基準（１年平均値が１５μｇ／ｍ３以下）と比較

するとともに、年間の１日平均値のうち、低い方から９８％に相当するもの 

（９８％値）を短期基準（１日平均値が３５μｇ／ｍ３以下）と比較して評価

を行います。 

（(ｱ)、(ｲ)は年間の測定時間が６，０００時間未満のもの、(ｳ)は年間の有効

測定日（１日２０時間以上の測定時間を有する日）が２５０日未満のものは評

価することができません。） 

※ 環境庁通達 

＊１  昭和４８年６月１２日付環大企第１４３号「大気汚染に係る環境基準につい

て」 

＊２  昭和５３年７月１７日付環大企第２６２号「二酸化窒素に係る環境基準の改

定について」 

＊３ 平成２１年９月９日付環水大総発第090909001号「微小粒子状物質による大

気の汚染に係る環境基準について」 
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２ 大気汚染常時測定

(1) 二酸化窒素（ＮＯ２）の測定結果

22 23 24 25 26 27
○ ○ ○ ○ ○ ○

青梅 0.021 0.019 0.020 0.021 0.019 0.017
多摩部最大 0.039 0.036 0.037 0.038 0.035 0.035
局数 17/17 17/17 17/17 17/17 17/17 17/17
適合％ 100 100 100 100 100 100
局数 43/43 44/44 44/44 44/44 44/44 44/44
適合％ 100 100 100 100 100 100
青梅 0.011 0.010 0.010 0.010 0.009 0.008

多摩部平均 0.017 0.016 0.015 0.015 0.014 0.014
青梅 0 0 0 0 0 0

多摩部合計 23 5 9 29 11 0
青梅 0 0 0 0 0 0

多摩部合計 0 0 0 0 0 0
青梅 0 0 0 0 0 0

多摩部合計 27 11 15 38 13 0
青梅 0.029 0.023 0.023 0.029 0.025 0.025

多摩部最大 0.047 0.044 0.048 0.052 0.044 0.039

(2)　浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）の測定結果

22 23 24 25 26 27
○ ○ ○ ○ ○ ○

青梅 0.042 0.042 0.040 0.049 0.046 0.039
多摩部最大 0.069 0.066 0.051 0.063 0.057 0.054
局数 19/19 19/19 19/19 19/19 19/19 19/19
適合％ 100 100 100 100 100 100
局数 46/46 47/47 47/47 46/47 47/47 47/47
適合％ 100 100 100 98 100 100
青梅 0.019 0.018 0.017 0.019 0.017 0.014

多摩部平均 0.020 0.020 0.018 0.020 0.019 0.017
青梅 0 0 0 0 0 0

多摩部合計 0 1 0 0 0 0
青梅 0 0 0 0 0 0

多摩部合計 0 0 6 1 2 1
青梅 0.056 0.079 0.052 0.061 0.060 0.049

多摩部最大 0.099 0.118 0.071 0.098 0.075 0.086
青梅 0 0 0 0 0 0

多摩部合計 0 0 0 0 0 0

項        目
年　　　度

 １時間値が0.20mg/m3を超えた時間数 (時間)

 日平均値の最大値  (mg/m
3
)

項        目

 多摩部適合状況

 都適合状況

 日平均値が0.04ppm以上0.06ppm以下の日数 (日)

 日平均値の最大値  (ppm)

 環境基準達成状況

 時間値の年平均値  (mg/m
3
)

 日平均値の２％除外値  (mg/m
3
)

 環境基準達成状況

　東京都では、本市役所に一般環境大気測定局（呼称：青梅）を設置し、次の項目について測定
をしています。

 環境基準を超えた日が連続した時の延日数 (日)

年　　　度

 時間値の年平均値  (ppm)

 日平均値が0.04ppmを超えた日数 (日)

 日平均値が0.06ppmを超えた日数 (日)

 多摩部適合状況

 都適合状況

 日平均値が0.10mg/m
3
を超えた日数  (日)

 日平均値の98％値  (ppm)
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(3) オキシダント（Ｏｘ  5～20時）の測定結果

22 23 24 25 26 27
× × × × × ×

青梅 0.036 0.031 0.034 0.035 0.036 0.034
多摩部平均 0.035 0.030 0.032 0.034 0.034 0.033
局数 0/17 0/17 0/17 0/17 0/17 0/17
適合％ 0 0 0 0 0 0
局数 0/40 0/41 0/41 0/41 0/41 0/41
適合％ 0 0 0 0 0 0
青梅 114 92 110 106 106 98

多摩部合計 1886 1441 1561 1837 1810 1695
青梅 682 454 521 570 653 539

多摩部合計 11147 7234 7731 9955 10382 9028
青梅 7 2 1 7 7 4

多摩部合計 168 38 31 164 90 106
青梅 17 3 3 21 20 9

多摩部合計 447 65 58 439 267 231
青梅 0.088 0.074 0.076 0.101 0.102 0.090

多摩部最大 0.105 0.077 0.085 0.108 0.102 0.101

(4) 二酸化硫黄（ＳＯ２）の測定結果

22 23 24 25 26 27
○ ○ ○ ○ ○ ○

青梅 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002 0.002
多摩部平均 0.003 0.004 0.003 0.003 0.003 0.003
局数 9/9 9/9 9/9 9/9 9/9 9/9
適合％ 100 100 100 100 100 100
局数 20/20 20/20 20/20 20/20 20/20 20/20
適合％ 100 100 100 100 100 100
青梅 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.002

多摩部平均 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001
青梅 0 0 0 0 0 0

多摩部合計 0 0 0 0 0 0
青梅 0 0 0 0 0 0

多摩部合計 0 0 0 0 0 0
青梅 0.004 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003

多摩部最大 0.006 0.004 0.006 0.005 0.004 0.004
青梅 0 0 0 0 0 0

多摩部合計 0 0 0 0 0 0

 都適合状況

 多摩部適合状況

 日平均値が0.04ppmを超えた日数 (日)

 1時間値が0.1ppmを超えた時間数(時間)

 日平均値の最大値 (ppm)

 環境基準を超えた日が連続した時の延日数 (日)

 1時間値が0.06ppmを超えた日数 (日)

 都適合状況

 1時間値が0.12ppm以上となった時間数  (時間)

年　　　度

 時間値の年平均値(ppm)

年　　　度

 環境基準達成状況

項        目

 時間値の年平均値  (ppm)

 多摩部適合状況

 日平均値の最大値  (ppm)

 1時間値が0.06ppmを超えた時間数 (時間)

 1時間値が0.12ppm以上の日数  (日)

項        目

 日平均値の２％除外値(ppm)

 環境基準達成状況
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(5)　一酸化炭素（ＣＯ）の測定結果

22 23 24 25 26 27
○ ○ ○ ○ ○ ○

青梅 0.5 0.5 0.5 0.5 0.4 0.4
多摩部最大 0.8 0.7 0.7 0.6 0.5 0.4
局数 5/5 5/5 5/5 5/5 5/5 5/5
適合％ 100 100 100 100 100 100
局数 11/11 11/11 11/11 11/11 11/11 11/11
適合％ 100 100 100 100 100 100
青梅 0.3 0.3 0.3 0.3 0.2 0.2

多摩部平均 0.4 0.3 0.3 0.3 0.2 0.2
青梅 0.7 0.7 0.6 0.6 0.5 0.4

多摩部最大 0.9 1.0 0.8 0.9 0.7 0.7

(6)微小粒子状物質（ＰＭ２．５）の測定結果

22 23 24 25 26 27
― ― ○ × × ○

青梅 ― ― 11.5 13.0 13.3 11.0
多摩部平均 ― ― 13.3 14.7 14.8 13.1
青梅 ― ― 27.1 36.7 37.3 29.4

多摩部最大 ― ― 36.1 40.8 41.0 31.7
局数 ― ― 12/13 2/18 3/19 19/19

適合％ ― ― 92.3 11.0 15.8 100
局数 ― ― 20/31 3/45 3/46 40/47

適合％ ― ― 64.5 6.7 6.5 85.0
青梅 ― ― 31.4 44.8 45.4 35.8

多摩部最大 ― ― 59.0 67.5 50.1 44.4

※出典：大気汚染常時測定局測定結果報告  東京都環境局

 日平均値の最大値  (ppm)

年 度

 時間値の年平均値  (ppm)

項        目

 多摩部適合状況

 都適合状況

 環境基準達成状況

 日平均値の２％除外値 (ppm)

 都適合状況

 日平均値の最大値  (ppm)

項        目
年　　　度

 環境基準達成状況

 日平均値の98％値  (ppm)

 多摩部適合状況

 日平均値の年平均値  (ppm)
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３ 光化学スモッグ（光化学オキシダント） 

光化学スモッグは、大気中の窒素酸化物（ＮＯｘ）や炭化水素（ＨＣ）が太

陽の紫外線を受けて、光化学反応を起こし生成される二次汚染物質が高濃度

になって発生する現象で、目やのどなどの痛みを引き起こしたり、植物に被

害を与えたりします。 

東京都から学校情報、注意報、警報等が発令されると、各市民センター、

学校等、関係機関に連絡し、看板等を設置し注意を呼び掛けています。 

平成２７年度に、本市が位置する多摩西部地域に発令された光化学スモッ

グ注意報は４回、学校情報は１６回でした。 

なお、警報、重大緊急報の発令はありませんでした。 

(1) 平成２７年度発令日数                （単位：日） 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 都合計 

注 意 報 発 令 日 数 0 1 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 ４ １４

学校情報発令日数 0 4 1 8 3 0 0 0 0 0 0 0 １６ ２５

(2) 過去の発令日数（平成２２年度から２６年度）      （単位：日） 

平成２６年度 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 都合計 

注 意 報 発 令 日 数 0 0 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 ５ ９

学校情報発令日数 0 1 4 10 3 0 0 0 0 0 0 0 １８ ２８

平成２５年度 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 都合計 

注 意 報 発 令 日 数 0 0 0 5 3 0 0 0 0 0 0 0 ８ １７

学校情報発令日数 0 0 0 7 7 1 0 0 0 0 0 0 １５ ２８

平成２４年度

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 都合計 

注 意 報 発 令 日 数 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 ２ ４

学校情報発令日数 0 0 1 5 1 1 0 0 0 0 0 0 ８ １６

平成２３年度 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 都合計 

注 意 報 発 令 日 数 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 ３ ９

学校情報発令日数 0 1 2 2 3 0 0 0 0 0 0 0 ８ １９

平成２２年度 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 都合計 

注 意 報 発 令 日 数 0 0 0 4 2 3 0 0 0 0 0 0 ９ ２０

学校情報発令日数 0 2 5 6 5 5 0 0 0 0 0 0 ２３ ３８
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４ 交差点等大気汚染調査 

市では、大気汚染の原因の１つとされる二酸化窒素（ＮＯ２）について、道

路沿道等の局地的大気汚染状況と季節変動を把握するため、主要交差点等 

１２か所において夏期・冬期の年２回調査を行っています。 

(1) 平成２７年度の調査結果                （単位：ppm） 

調 査 地 点 
二 酸 化 窒 素 

夏期（6.22～6.23） 冬期（12.16～12.17） 

青 梅 新 町 0.021 0.028 

友 田 0.020 0.028 

長 渕 七 丁 目 0.017 0.024 

青 梅市 民 会館 南 0.014 0.021 

御 岳 橋 0.008 0.015 

成 木 五 丁 目 0.010 0.013 

青 梅 四 小 前 0.019 0.025 

梅 郷 四 丁 目 0.012 0.018 

今 寺 0.016 0.021 

友 田 町 ４ 丁 目 0.012 0.018 

七 日 市 場 0.019 0.024 

新 岩 蔵 大 橋 0.014 0.019 

 平   均 0.015 0.021 

  ※二酸化窒素（ＮＯ２）に係る環境基準…１時間値の１日平均値が０．０４ppm 

から０．０６ppm までのゾーン内またはそれ以下であること。 

(2) 過去の調査結果（平成２２年度から２６年度）      （単位：ppm） 

§青梅新町              §友田                    §長渕七丁目 

     項目 

年度 
二酸化窒素     項目 

年度 
二酸化窒素     項目 

年度 
二酸化窒素 

夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 

２６年度 0.022 0.024 ２６年度 0.018 0.022 ２６年度 0.015 0.016 

２５年度 0.024 0.030 ２５年度 0.022 0.027 ２５年度 0.018 0.023 

２４年度 0.024 0.024 ２４年度 0.025 0.024 ２４年度 0.021 0.014 

２３年度 0.033 0.029 ２３年度 0.030 0.026 ２３年度 0.024 0.024 

２２年度 0.025 0.027 ２２年度 0.027 0.023 ２２年度 0.022 0.019 
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§青梅市民会館南          §御岳橋              §成木五丁目 

     項目 

年度 
二酸化窒素     項目 

年度 
二酸化窒素     項目 

年度 
二酸化窒素 

夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 

２６年度 0.014 0.014 ２６年度 0.007 0.009 ２６年度 0.011 0.011 

２５年度 0.014 0.021 ２５年度 0.009 0.016 ２５年度 0.012 0.017 

２４年度 0.017 0.013 ２４年度 0.010 0.010 ２４年度 0.014 0.017 

２３年度 0.017 0.021 ２３年度 0.009 0.014 ２３年度 0.016 0.015 

２２年度 0.021 0.017 ２２年度 0.013 0.011 ２２年度 0.014 0.012 

§青梅四小前              §梅郷四丁目       §今寺 

     項目 

年度 
二酸化窒素     項目 

年度 
二酸化窒素     項目 

年度 
二酸化窒素 

夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 

２６年度 0.018 0.017 ２６年度 0.010 0.010 ２６年度 0.016 0.020 

２５年度 0.021 0.028 ２５年度 0.012 0.019 ２５年度 0.020 0.025 

２４年度 0.026 0.021 ２４年度 0.017 0.010 ２４年度 0.019 0.018 

２３年度 0.024 0.031 ２３年度 0.020 0.017 ２３年度 0.023 0.020 

２２年度 0.024 0.020 ２２年度 0.024 0.014 ２２年度 0.022 0.021 

§友田町４丁目            §七日市場        §新岩蔵大橋 

     項目 

年度 

二酸化窒素     項目 

年度 

二酸化窒素     項目 

年度 

二酸化窒素 

夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 夏 期 冬 期 

２６年度 0.006 0.013 ２６年度 0.017 0.019 ２６年度 0.013 0.013 

２５年度 0.010 0.015 ２５年度 0.020 0.025 ２５年度 0.014 0.019 

２４年度 0.012 0.008 ２４年度 0.025 0.016 ２４年度 0.016 0.015 

２３年度 0.010 0.011 ２３年度 0.026 0.026 ２３年度 0.017 0.015 

２２年度 0.014 0.013 ２２年度 0.026 0.024 ２２年度 0.017 0.015 
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●成木五丁目
●新岩蔵大橋

●今寺
青梅四小前●

●長渕七丁目

青梅市民会館南●

交差点等大気汚染調査地点 

梅郷四丁目●
●青梅新町

●友田

●御岳橋

友田町４丁目●

●七日市場

-
3
7
-



５ 大気中重金属調査 

大気中の重金属の状況を把握するため、主要施設７か所において、年１回

調査を行っています。 

調査項目および結果については、下記のとおりです。 

調査項目：粉じん量（浮遊粒子状物質：ＳＰＭ）、バナジウム(Ｖ)、カドミ

ウム(Ｃｄ)、鉛(Ｐｂ)、銅(Ｃｕ)、ニッケル(Ｎｉ)、亜鉛(Ｚｎ)、

全クロム(Ｃｒ)、マンガン(Ｍｎ)、鉄(Ｆｅ) 

(1) 平成２７年度調査結果          （単位：μｇ／ｍ３ ＳＰＭのみｍｇ／ｍ３） 

調査地点 測定日 天候 ＳＰＭ Ｖ Ｃｄ Ｐｂ Ｃｕ Ｎｉ Ｚｎ Ｃｒ Ｍｎ Ｆｅ 

第 五 小 学 校 28.1.25～ 26 晴 0.0069 <0.003 <0.001 <0.005 0.031 <0.003 0.010 0.001 0.005 0.12 

沢井市民センター 28.1.25～ 26 晴 0.0032 <0.003 <0.001 <0.005 0.008 <0.003 0.005 <0.001 <0.003 0.02 

北小曾木ふれあいセンター 28.1.26～ 27 晴 0.0106 <0.003 <0.001 <0.005 0.028 <0.003 0.013 0.001 0.007 0.15 

第 七 小 学 校 28.1.26～ 27 晴 0.0056 <0.003 <0.001 <0.005 0.014 <0.003 0.012 <0.001 0.003 0.03 

今 井 小 学 校 28.1.28～ 29 晴 0.0100 <0.003 <0.001 <0.005 0.026 <0.003 0.017 0.001 0.005 0.06 

新 町 小 学 校 28.1.28～ 29 晴 0.0165 <0.003 <0.001 0.005 0.014 <0.003 0.024 0.001 0.009 0.16 

市 役 所 屋 上 27.2.1～ 2 晴 0.0048 <0.003 <0.001 <0.005 0.036 <0.003 0.025 <0.001 0.003 0.03 

環 境 基 準 0.10 － － － － － － － － － 

※「<」の表示は、記載した数値未満であることを示す。 

※平成１８年度より調査の安全性・信頼性・正確性を向上させるため、調査地点を梅郷

市民センターから第五小学校、小曾木市民センターから第七小学校、新町市民センタ

ーから新町小学校へそれぞれ変更しました。 

(2) 過去の調査結果（平成２２年度から２６年度） 

§第五小学校               （単位：μｇ／ｍ３ ＳＰＭのみｍｇ／ｍ３） 

年度 測定日 天候 ＳＰＭ Ｖ Ｃｄ Ｐｂ Ｃｕ Ｎｉ Ｚｎ Ｃｒ Ｍｎ Ｆｅ 

２６年度 27.1.28～ 29 晴 0.0027 <0.003 <0.001 <0.005 0.010 0.005 0.030 0.001 0.006 <0.01 

２５年度 26.2.3～ 4 晴 0.0168 <0.003 <0.001 0.012 0.022 <0.003 0.024 0.003 0.008 0.11 

２４年度 25.1.21～ 22 晴 0.0106 <0.003 <0.001 0.009 0.038 <0.003 0.027 0.002 0.008 0.11 

２３年度 24.2.1～ 2 晴 0.0029 <0.003 <0.001 <0.005 0.004 <0.003 0.008 <0.001 <0.003 0.02 

２２年度 23.2.1～ 2 曇 0.0070 <0.003 <0.001 <0.005 0.006 <0.003 0.013 0.003 0.004 0.07 

環 境 基 準  0.10 －  － － － － － － － － 

※「<」の表示は、記載した数値未満であることを示す。 

§沢井市民センター            （単位：μｇ／ｍ３ ＳＰＭのみｍｇ／ｍ３） 

年度 測定日 天候 ＳＰＭ Ｖ Ｃｄ Ｐｂ Ｃｕ Ｎｉ Ｚｎ Ｃｒ Ｍｎ Ｆｅ 

２６年度 27.1.28～ 29 晴 0.0043 <0.003 <0.001 <0.005 0.006 0.005 0.033 0.001 0.006 0.05 

２５年度 26.2.3～ 4 晴 0.0109 <0.003 <0.001 0.006 0.012 <0.003 0.015 0.001 0.004 0.06 

２４年度 25.2.7～ 8 曇 0.0083 <0.003 <0.001 <0.005 0.048 <0.003 0.013 <0.001 0.004 0.05 

２３年度 24.2.2～ 3 曇 0.0018 <0.003 <0.001 <0.005 0.006 <0.003 0.004 <0.001 <0.003 0.01 

２２年度 23.1 .3 1～ 2.1 曇 0.0024 <0.003 <0.001 <0.005 <0.003 <0.003 0.004 <0.001 <0.003 0.04 

環 境 基 準  0.10 －  － － － － － － － － 

※「<」の表示は、記載した数値未満であることを示す。 
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§北小曾木ふれあいセンター                 （単位：μｇ／ｍ３ ＳＰＭのみｍｇ／ｍ３） 

年度 測定日 天候 ＳＰＭ Ｖ Ｃｄ Ｐｂ Ｃｕ Ｎｉ Ｚｎ Ｃｒ Ｍｎ Ｆｅ 

２６年度 27.2.12～ 13 晴 0.0145 <0.003 <0.001 <0.005 0.011 0.006 0.055 0.001 0.012 0.07 

２５年度 26.2.5～ 6 晴 0.0020 <0.003 <0.001 <0.005 0.018 <0.003 0.004 0.004 <0.003 0.03 

２４年度 25.2.7～ 8 曇 0.0070 <0.003 <0.001 <0.005 0.010 <0.003 0.014 0.001 <0.003 0.06 

２３年度 24.1.26～ 27 曇 0.0075 <0.003 <0.001 <0.005 0.008 <0.003 0.009 <0.001 <0.003 0.05 

２２年度 23.1.25～ 26 晴 0.0061 <0.003 <0.001 <0.005 0.003 <0.003 0.008 <0.001 0.003 0.10 

環 境 基 準  0.10 －  － － － － － － － － 

※「<」の表示は、記載した数値未満であることを示す。 

§第七小学校                           （単位：μｇ／ｍ３ ＳＰＭのみｍｇ／ｍ３） 

年度 測定日 天候 ＳＰＭ Ｖ Ｃｄ Ｐｂ Ｃｕ Ｎｉ Ｚｎ Ｃｒ Ｍｎ Ｆｅ 

２６年度 27.2.12～ 13 晴 0.0182 <0.003 <0.001 <0.005 0.035 0.018 0.040 0.002  0.024 <0.01 

２５年度 26.2.5～ 6 晴 0.0037 <0.003 <0.001 <0.005 0.025 <0.003 0.007 0.004 <0.003 0.04 

２４年度 25.1.22～ 23 晴 0.0023 <0.003 <0.001 <0.005 0.006 <0.003 0.010 <0.001 <0.003 0.02 

２３年度 24.1.26～ 27 曇 0.0012 <0.003 <0.001 <0.005 <0.003 <0.003 <0.003 <0.001 <0.003 <0.01 

２２年度 23.1.25～ 26 晴 0.0055 <0.003 <0.001 <0.005 0.005 <0.003 0.008 <0.001 <0.003 0.05 

環 境 基 準  0.10 －  － － － － － － － － 

※「<」の表示は、記載した数値未満であることを示す。 

§今井小学校                               （単位：μｇ／ｍ３ ＳＰＭのみｍｇ／ｍ３） 

年度 測定日 天候 ＳＰＭ Ｖ Ｃｄ Ｐｂ Ｃｕ Ｎｉ Ｚｎ Ｃｒ Ｍｎ Ｆｅ 

２６年度 27.2.2～ 3 晴 0.0035 <0.003 <0.001 <0.005 <0.003 0.004 0.029 <0.001 0.007 0.02 

２５年度 26.2.6～ 7 曇 0.0049 <0.003 <0.001 <0.005 0.007 <0.003 0.007 0.005 <0.003 0.04 

２４年度 25.1.24～ 25 晴 0.0085 <0.003 <0.001 <0.005 0.009 <0.003 0.016 <0.001 0.004 0.05 

２３年度 24.1.25～ 26 晴 0.0051 <0.003 <0.001 <0.005 0.012 <0.003 0.009 0.001 0.003 0.03 

２２年度 23.2.1～ 2 曇 0.0056 <0.003 <0.001 <0.005 0.010 <0.003 0.007 0.001 0.005 0.06 

環 境 基 準  0.10 －  － － － － － － － － 

※「<」の表示は、記載した数値未満であることを示す。 

§新町小学校                           （単位：μｇ／ｍ３ ＳＰＭのみｍｇ／ｍ３） 

年度 測定日 天候 ＳＰＭ Ｖ Ｃｄ Ｐｂ Ｃｕ Ｎｉ Ｚｎ Ｃｒ Ｍｎ Ｆｅ 

２６年度 27.2.2～ 3 晴 0.0032 <0.003 <0.001 <0.005 0.008 0.004 0.029 0.001 0.008 0.01 

２５年度 26.2.6～ 7 曇 0.0042 <0.003 <0.001 <0.005 0.005 <0.003 0.007 0.003 <0.003 0.03 

２４年度 25.1.24～ 25 晴 0.0112 <0.003 <0.001 <0.005 0.011 <0.003 0.016 0.002 0.006 0.09 

２３年度 24.1.25～ 26 晴 0.0035 <0.003 <0.001 <0.005 0.005 <0.003 0.006 <0.001 <0.003 <0.01 

２２年度 23.1.26～ 27 曇 0.0049 <0.003 <0.001 <0.005 0.004 <0.003 0.017 <0.001 0.004 0.07 

環 境 基 準  0.10 －  － － － － － － － － 

※「<」の表示は、記載した数値未満であることを示す。 
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§市役所屋上                               （単位：μｇ／ｍ３ ＳＰＭのみｍｇ／ｍ３） 

年度 測定日 天候 ＳＰＭ Ｖ Ｃｄ Ｐｂ Ｃｕ Ｎｉ Ｚｎ Ｃｒ Ｍｎ Ｆｅ 

２６年度 27.2.3～ 4 晴 0.0016 <0.003 <0.001 0.010 0.008 0.003 0.031 <0.001 0.007 <0.01 

２５年度 26.2.17～ 18 晴 0.0101 <0.003 <0.001 0.009 0.076 <0.003 0.012 0.007 0.004 0.11 

２４年度 25.1.28～ 29 晴 0.0030 <0.003 <0.001 <0.005 0.020 <0.003 0.009 0.001 <0.003 0.05 

２３年度 24.1.30～ 31 晴 0.0035 <0.003 <0.001 <0.005 0.005 <0.003 0.009 <0.001 0.003 0.04 

２２年度 23.1.27～ 28 晴 0.0020 <0.003 <0.001 <0.005 0.004 <0.003 0.004 0.001 <0.003 0.04 

環 境 基 準 0.10 －  － － － － － － － － 

※「<」の表示は、記載した数値未満であることを示す。 

浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）の環境基準：１時間値の１日平均値が０．１０ｍｇ／ｍ3 以下

であり、かつ、１時間値が０．２０ｍｇ／ｍ3 以下であること。 
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６ 採石場周辺の大気中粉じん調査 

採石場周辺の民家７か所において、大気中粉じん調査を行いました。いず

れも環境基準以下でした。 

（単位：mg/m3） 

調査地点 調査期間 測定値 調査地点 調査期間 測定値 

成木 8-368 付近 
12.3～ 

12.4
0.008 成木 5-1102 付近 

11.30～ 

12.1
0.009 

成木 8-420 付近 
12.3～ 

12.4
0.006 成木 7-649 付近 

12/1～ 

12/2
0.005 

成木 8-853-2 付近 
12/1～ 

12/2
0.009 駒木町 2-435 付近 

12/7～ 

12/8
0.008 

成木 5-1400 付近 
11.30～ 

12.1
0.008 平  均  値 0.008 

※浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）の環境基準：１時間値の１日平均値が０．１０ｍｇ／ｍ3

以下であり、かつ、１時間値が０．２０ｍｇ／ｍ3 以下であること。 

 市内採石場の様子 
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７ 酸性雨調査 

酸性雨とは、工場や事業場、自動車から排出された硫黄酸化物や窒素酸化

物などの大気汚染物質が、大気中を移流し、拡散している間に太陽光線や炭

化水素、酸素、水等の働きで酸化され、硫酸塩や酸性粒子に変化し、雨水に

溶け込んで酸性が強くなった雨のことをいいます。（一般にｐＨが５．６以下

の雨を酸性雨と呼んでいます。）市では、雨水の酸性度等を把握するため、市

役所屋上にて年１２回調査を行っています。 

(1) 平成２７年度調査結果 

採取期間

分析項目 

 4. 1 

～5. 1 

 5. 1 

～6. 1 

 6. 1 

～7. 1 

 7. 1 

～8. 3 

 8. 3 

～9. 1 

 9. 1 

～10. 1

水素イオン濃度 ｐＨ 5.8 5.8 5.9 5.1 5.4 5.2 

電気伝導率 μS/cm 9 22 26 11 15 7 

塩化物イオン mg/L 0.33 0.66 0.83 0.92 0.96 0.32 

硝酸イオン mg/L 1.28 4.32 4.57 1.14 1.85 0.89 

硫酸イオン mg/L 0.76 2.61 3.27 0.87 1.51 0.56 

アンモニウムイオン mg/L 0.41 0.54 1.87 0.25 0.49 0.17 

ナトリウムイオン mg/L 0.14 0.54 0.46 0.50 0.54 0.17 

カリウムイオン mg/L 0.11 0.35 0.25 <0.10 <0.10 <0.10 

マグネシウムイオン mg/L <0.10 0.14 <0.10 <0.10 <0.10 <0.10 

カルシウムイオン mg/L 0.23 1.65 0.82 0.18 0.42 0.11 

全液量 ｍL 1130 1470 940 6750 1630 8340 

採取期間

分析項目 

10. 1 

～11. 2

11. 2 

～12. 1

12. 1 

～1. 4 

1. 4 

～2. 1 

 2. 1 

～3. 1 

 3. 1 

～3. 31
平均値 

水素イオン濃度 ｐＨ 6.1 4.9 5.5 5.5 6.4 4.9 5.5 

電気伝導率 μS/cm 28 16 9 7 28 20 17 

塩化物イオン mg/L 2.69 1.06 0.56 0.29 2.03 0.91 0.96 

硝酸イオン mg/L 3.65 2.16 1.30 0.99 3.86 2.96 2.41 

硫酸イオン mg/L 2.51 1.39 0.70 0.67 2.60 1.93 1.62 

アンモニウムイオン mg/L 0.49 0.41 0.19 0.22 1.11 0.65 0.57 

ナトリウムイオン mg/L 1.83 0.58 0.31 0.15 1.35 0.54 0.59 

カリウムイオン mg/L 0.15 <0.10 <0.10 <0.10 0.40 0.13 0.17 

マグネシウムイオン mg/L 0.24 <0.10 <0.10 <0.10 0.14 0.11 0.12 

カルシウムイオン mg/L 1.10 0.28 0.44 0.34 1.56 0.66 0.65 

全液量 ｍL 510 3200 430 2670 90 2470 2470 

※「<」の表示は、記載した数値未満であることを示す。 

(2) 過去のｐＨ平均値 

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

5.3 5.8 5.6 5.6 5.3 
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８ ダイオキシン類調査 

ダイオキシン類とは、ポリ塩化ジベンゾ-パラ-ジオキシン（ＰＣＤＤ）と

ポリ塩化ジベンゾフラン（ＰＣＤＦ）、コプラナーポリ塩化ビフェニル（コプ

ラナーＰＣＢ）の３物質の総称です。 

市では市内４か所において、ダイオキシン類の調査を行いました。 

(1) 平成２７年度調査結果            （単位：pg-TEQ/m3） 

調 査 期 間 調 査 地 点 ダイオキシン類濃度 

8.19(10 時)～8.26(10 時) 

青梅市役所屋上 0.016 

新町小学校屋上 0.016 

長淵市民センター駐車場 0.011 

上長淵自治会館 0.013 

2.5(10 時)～2.12(10 時) 
青梅市役所屋上 0.010 

新町小学校屋上 0.015 

※単位：ｐｇはピコグラムと呼び、１兆分の１ｇを表します。 

※環境基準…１ｍ3 当たり０．６ピコグラム（pg-TEQ/m3）以下です。 

※長淵市民センター駐車場および上長淵自治会館については、夏期のみの調査。 

(2) 過去の調査結果                 （単位：pg-TEQ/m3） 

年   度 調 査 期 間 調 査 地 点 
ダイオキシン類

濃度 

平成 26 年度

8.20(10 時)～8.27(10 時) 
青梅市役所屋上 0.011 

第五小学校屋上 0.014

2.6(10 時)～2.13(10 時) 

青梅市役所屋上 0.012 

第五小学校屋上 0.0091 

長淵市民センター駐車場 0.0087

上長淵自治会館 0.013

平成 25 年度

8.14(10 時)～8.21(10 時) 

青梅市役所屋上    0.0091 

新町小学校屋上 0.017

長淵市民センター駐車場 0.027

上長淵自治会館 0.011

2.21(10 時)～2.28(10 時) 
青梅市役所屋上 0.019 

新町小学校屋上 0.015 

平成 24 年度

8.15(10 時)～8.22(10 時) 
青梅市役所屋上 0.014

第五小学校屋上 0.0085

2.7(10 時)～2.14(10 時) 

青梅市役所屋上 0.016 

第五小学校屋上 0.011 

長淵市民センター駐車場 0.010

上長淵自治会館 0.011

平成 23 年度

8.10(10 時)～8.17(10 時) 

青梅市役所屋上 0.017

新町小学校屋上 0.018

長淵市民センター駐車場 0.013

上長淵自治会館 0.013

2.1(10 時)～2.8(10 時) 
青梅市役所屋上 0.026 

新町小学校屋上 0.026 

平成 22 年度

8.18(10 時)～8.25(10 時) 
青梅市役所屋上 0.020 

第五小学校屋上 0.018 

2.2(10 時)～2.9(10 時) 

青梅市役所屋上 0.032 

第五小学校屋上 0.044 

長淵市民センター駐車場 0.040 
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９ 大気中アスベスト調査

市内の一般環境大気中のアスベスト濃度を把握するため、平成１７年度より測定を始

め、青梅市役所は定点として毎年測定し、東部・西部地域については、隔年で測定を行

い、平成１８年度からは年２回の調査を実施してきました。平成２６年度からは夏期と

冬期の結果に差異が見られないことから、調査内容を年２回２地点から年１回３地点と

しました。 

ＷＨＯ（世界保健機関）の評価基準によると、「世界の都市部の一般環境中の石綿濃

度は１本～１０本／Ｌ程度であり、この程度であれば、健康リスクは検出できないほど

低い」とされています。また、大気汚染防止法において定められた基準値は１０本／Ｌ

となっています。 

なお、これまでの調査結果は、これらの基準と比べ低い値となっています。 

(1) 平成２７年度調査結果                     （単位：本／Ｌ） 

調査日 

調査地点 
2.25 

青 梅 市 役 所 <0.2 

新町市民センター <0.2 

梅郷市民センター <0.2 

※「<」の表示は、記載した数値未満であることを示す。 

 (2) 過去の調査結果                       （単位：本／Ｌ） 

年 度 調査地点 
調査結果 

夏 期 冬 期 

平成26年度 

青 梅 市 役 所 <0.2 ― 

新町市民センター <0.2 ― 

梅郷市民センター <0.2 ― 

平成25年度 
青 梅 市 役 所 <0.2 <0.2 

新町市民センター <0.2 <0.2 

平成24年度 
青 梅 市 役 所 <0.2 <0.2 

梅郷市民センター <0.2 <0.2 

平成23年度 
青 梅 市 役 所 <0.2 <0.2 

新町市民センター <0.2 <0.2 

平成22年度 
青 梅 市 役 所 <0.2 <0.2 

梅郷市民センター <0.2 <0.2 

※「<」の表示は、記載した数値未満であることを示す。 

※定量下限値とは、計測機器により法で定められた検定方法で測定可能な最小値のことです。 

※過去の調査において夏期と冬期の結果に差異が見られないことから、調査内容を年2回2地点か

ら年1回3地点に変更しました。 
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１０ 微小粒子状物質調査

微小粒子状物質とは、浮遊粒子状物質のうち直径が２．５μｍ以下のものをいいます。 

市では、大気中の微小粒子状物質の濃度を把握するため、平成２２年度から調査を始

めました。なお、平成２４年度から東京都が青梅市役所での測定を開始したため、青梅

市役所における市の測定は終了しました。 

(1) 平成２７年度調査結果                   （単位：μｇ／ｍ３） 

調査期間

調査地点 
2.23～2.24 

梅郷市民センター 17.5 

※μｍはマイクロメートルと呼び、１００万分の１ｍを表します。 

※単位：μｇはマイクログラムと呼び、１００万分の１ｇを表します。 

※環境基準（抜粋）…１日平均値が35μｇ／ｍ３以下であること。 

※平成27年度の東京都が行った青梅市役所での測定値は1日平均値が11.0μｇ／ｍ３で環境基準を

達成していました。 

(2) 過去の調査結果                      （単位：μｇ／ｍ３） 

年 度 調査地点 調査期間 調査結果 

平成26年度 新町市民センター 3.20～3.21 7.0 

平成25年度 梅郷市民センター 8.14～8.15 30.4 

平成24年度 新町市民センター 2.21～2.22 9.1 

平成23年度 
青 梅 市 役 所 

8.11～8.12 
19.0 

梅郷市民センター 20.8 

平成22年度 
青 梅 市 役 所 

8.16～8.17 
20.3 

新町市民センター 21.1 
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１１ 放射線量測定 

東日本大震災の際、福島第一原子力発電所の事故により放出された、放

射性物質による市内の環境の汚染状況の継続監視を行うため、空間放射線

量の定期定点測定を実施しました。測定の結果、青梅市放射性物質対応指

針に定めた除染基準値である０．２３μＳｖ／ｈを超えた地点はなく、一

年を通じ大きな変化は見られませんでした。 

（1）平成２７年度の測定結果 

(単位：μＳｖ／ｈ) 

    測定地点 

測定日 
第二小学校 第五小学校 成木小学校 新町小学校 

4.15 0.04 0.04 0.05 0.05 

5.19 0.04 0.04 0.06 0.05 

6.16 0.03 0.04 0.06 0.05 

7.21 0.04 0.04 0.06 0.05 

8.19 0.04 0.04 0.06 0.05 

9.16 0.04 0.04 0.06 0.05 

10.20 0.04 0.04 0.06 0.05 

11.16 0.03 0.04 0.05 0.05 

12.16 0.04 0.04 0.06 0.05 

1.20 0.04 0.03 0.06 0.05 

2.17 0.04 0.04 0.06 0.05 

3.16 0.04 0.04 0.06 0.05 

 （2）過去の測定結果（年平均値） 

    測定地点 

測定年度 
第二小学校 第五小学校 成木小学校 新町小学校 

平成２６年度 0.04 0.04 0.06 0.05 

平成２５年度 0.04 0.04 0.06 0.05 

平成２４年度 0.04 0.04 0.06 0.05 

平成２３年度 0.04 0.05 0.07 0.06 

平成２２年度 0.05 0.05 0.07 0.06 
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